






























































































流 とみなせる。管の中心に位置する層 は最も速 く進み、
管壁に接する層 は最 も遅 く進む。 これら層問の相対的な
速度を層の間隔で割 った速度勾配をずり速度、層間に働
く力をずり応力と呼ぶ。ずり応力は流量 と粘度(粘 性係
数)に 比例、半径の3乗 に反比例する。
血液の粘性係数 はずり速度が小さいと非常に大きい。
これは赤血球には互いに引き合い集合する性質があるか
らである。ずり速度が大 きくなるとずり応力により赤血
球が互いに引き離 され、集合は解除される。毛細血管内
でずり速度は最大となるが、赤血球が変形 して見かけの
粘度が低下する。また、血流速度は管壁近 くが最小、管
の中心部で最大となっており、 この速度差によって赤血
球に揚力がかかり、赤血球の軸集中が起 こるために管壁
近傍に血漿だけの層が形成 される。血漿は全血に比べて
粘度が低いため、 これが循環抵抗を低下 させるのに役立
つ 。
6血 管内皮細胞の役割
血管内皮細胞 は刺激によって何種類かの血管作動物質
を放出する。血管収縮物質としてはエンドセ リンが代表
的であ り、弛緩物質としては一酸化窒素(NO)や プロ
スタサイクリンが知 られている。内皮細胞にはプ リン受
容体やムスカ リン受容体などが発現 しており、これらに
結合するアゴニス トが刺激となる。また、血流によるず
り応力 も刺激 となり、血流増加によりNOなどの弛緩物
質が放出されて血管が弛緩する調節反応が起きる。
内皮細胞は刺激されると過分極 し、それが平滑筋一内
皮細胞間ギャップ結合を通つて平滑筋に伝播すると平滑
筋が弛緩 し、血管は拡張する。この機序は細い動脈ほど
効果的に作用する。
7お わりに
今回は血管の神経支配については述べなかったが、こ
の分野でもカル シトニン遺伝子関連ペプチ ド(CGRP)
やNOを伝達物質とした血管拡張神経の存在が明らかに
されつつある。循環系の理解は様々な病気との関わりに
おいて重要であり、今後の研究が期待される。
